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会 議 録 

会議名 第３回 山陽小野田市特別職報酬等審議会 

会議日時 令和２年１月９日（木）１４時～１５時 

開催場所 市役所３階 小会議室 

出席者 小山 知治委員  原 孝造委員   比嘉 朝康委員 

平中 政明委員  吉村 公明委員  小松 文子委員 

藤村 嘉彦委員   

欠席者 沖本 和美委員   

事務局 総務部長 芳司 修重   総務部次長兼人事課長 辻村 征宏   

人事課主幹 光井 誠司   人事係長 林 善行 

会議次第 １ 議題 

⑴ 市議会議員の議員報酬の額について 

⑵ 市長、副市長、教育長、病院事業管理者及び水道事業管理者の

給料の額について 

⑶ 選挙管理委員会の委員、監査委員、公平委員会の委員、農業委

員会の委員及び教育委員会の委員の報酬の額について 

会議内容 【事務局】 

  まず、資料の訂正だが、市長の期末手当支給率を確認したところ、

気仙沼市の支給率が誤っていたので、3.35 月から 1.675 月に訂正

した。支給率を訂正したことにより、支給金額や順位が若干、変

わっている。 

 

【会長】 

前回の会議では、財政状況等を見る中で特段変わっているように

は見えないため、議員報酬については減額措置をどう扱うのか

色々な意見があった。その中で、議員報酬については、５％カッ

トを廃止しても良いのではないかという意見が多数あった。 

本日の議題（１）市議会議員の議員報酬の額について、先ほど述

べた現在の５％カットを廃止しても良いという意見があったが、

これについて何か意見はあるか。 

 

【委員】 

合併後のカットについては、やむを得ないと思うが、以前から意

見として述べている通り、この会議は本来支給すべき額がいくら

なのかを議論検討する必要がある。 
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【委員】 

私も同じ意見であるが、本来支給すべき額がいくらなのかであ

り、カット後の金額が良いのか、又カットを廃止するのかを検討

するのではないと思う。 

 

【会長】 

カットは本来、暫定的な措置であるため、カットを廃止して、本

来支給すべき額とするのが妥当であると思う。 

議題（１）市議会議員の議員報酬の額については、本来支給すべ

き額としてカットを廃止した額とすることで良いか。 

 

～全員賛成～ 

 

全員賛成のため、そのような方向で答申としていくこととする。 

 

【会長】 

次に（３）選挙管理委員会の委員、監査委員、公平委員会の委員、

農業委員会の委員及び教育委員会の委員の報酬の額についても、

議員と同様にカットを廃止して、本来支給すべき額として良いと

思うが、何か意見はあるか。 

農業委員に話を聞くことがあったが、仕事が非常に煩雑になり、

かなり忙しいとのことだった。 

それでは、現在のカットを廃止した額を本来支給すべき額として

良いか。 

 

～全員賛成～ 

 

全員賛成のため、そのような方向で答申としていくこととする。 

 

次に（２）市長、副市長、教育長、病院事業管理者及び水道事業

管理者の給料の額について、何か意見はあるか。 

 

 

【委員】 

市長、副市長、教育長等については、現在、１０％カットしてい

るが、類似団体と比較して期末手当、退職手当が高いので、月額

給料としては、現在支給している１０％カットした金額で良いと

思う。 

 

【会長】 

前回も意見として出たのだが、期末手当、退職手当が類似団体と

比べて高いと思うが、これについて意見はあるか。 

 

【委員】 
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支給額について、期末手当や退職手当が高い水準であるなら、全

体の支給額を考えて調整すべきはないか。 

 

【会長】 

今の意見は、月額給料のカットを廃止して、退職手当等で調整す

るとのことだが、それについて意見はあるか。 

 

【委員】 

今までは、月額給料の本来支給すべき額を意見していたが、期末

手当や退職手当について意見しても良いのか。 

 

【事務局】 

それを含めて、議論してもらえればと思う。 

 

【委員】 

総額から勘案して、月額給料、期末手当及び退職手当の額を検討

していって良いと思う。 

 

【委員】 

現在の支給額が、あるべき金額なのかを中々判断することが出来

ない。本市がどういう財政状況で、カットしないと財政が成り立

たない状況であればカットすべきである。 

ただ、各自治体で財政規模も違うし、人口も違うため中々比較検

討することが難しい。 

 

【委員】 

先ほどから意見があるように、カットというのは暫定的なもので

あり廃止しても良いと思うが、支給額が高くなるため期末手当や

退職手当の支給率等を変えることが出来るのか。 

 

【事務局】 

支給率等は各自治体が決めることなので、変えることは出来る。 

 

【委員】 

財政関係の資料を見ると、財政状況が好転しているように思えな

いので、特別職の給料だけを上げることは難しいと思われる。 

総額として、現在どのぐらいの支給額で、類似団体の中位ぐらい

ならどのぐらいの支給額になるのか、シミレーションした資料を

出してもらうことは出来るか。 

 

【事務局】 

いくつかのシミレーションした資料を次回までに作成しようと

思う。 

また、市長以外の副市長、教育長、水道事業管理者及び病院事業
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管理者の月額給料については、他市と比較してそれほど高い状況

ではない場合もある。次回、副市長等の給料についても検討して

もらえればと思う。 

 

【会長】 

それでは、今回依頼した資料に基づいて次回は協議したいと思

う。 

 

 

 

 

 

 


